
① セクションの特徴と考え⽅ ② スライスの考え⽅

③ セニングとチョップカットの⼊れ幅と区画 ④ イレギュラーな⽑量調整

⑤ ⾻格補正と⽑量調整のコンビネーション

⽑量調整・質感調整理論

まず基本⼯程として必ず⽑量調整（セニング）を⾏なった後に質感調整（チョップカット・スライドカット・ストローク）をしましょう。


